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関係各位

千代田化工建設株式会社

IR・広報・CSR部

2021年度 社長期首メッセージ要約

本日 4月 1日に千代田化工建設本社にて、当社社長 山東 理二 が行った「期首メッセージ」の概要を下

記の通りお伝えします。

記

本日、36 名の新入社員を迎え、新年度がスタートする。本年度も各本部、各部、各セクションにおいて社員

の皆さんの一層の活躍を大いに期待したい。

本年 2 月にカタール LNG拡張案件を受注した。この案件は極めて規模が大きく、より確実な遂行が要求さ

れる。関係者は、当事者意識や責任の連鎖と言った再生理念に常に立ち返りながら、緊張感を持ってプロ

ジェクトを遂行し、顧客のゆるぎない信頼に応えていきたい。

米国エチレン案件は、昨年、中国国内で新型コロナウイルス感染症拡大が拡がり、ロックダウンや出勤制

限など様々な困難に直面したが、本年 3月 9日に中国のヤードから米国の現場に向けて最後のモジュー

ルの出航を予定通り達成した。

昨今、脱炭素やその代替策の一つとしての水素利用に世間の注目が高まっている。当社はかねてより常

温・常圧による水素輸送・貯蔵技術である SPERA 水素技術を開発し、その展開に取り組んできた。国内外

のパートナーと SPERA 水素を核とする水素社会に向けての取組みが増えてきた。収益化に向けては未だ

時間を要するが、軸をぶらさずにしっかりと推進していきたい。

デジタルトランスフォーメーション本部でも、昨年設立した PlantStream 社において空間自動設計システム

が、業界から大きな反響を得ている。国内製油所向け AIシステムの受注も実現できた。

2019年 5月に当社の再生計画を発表してから、早くも 2年が経とうとしている。世界的に拡大したコロナ禍

の影響や急速に進む脱炭素社会への環境変化もあり、引き続きチャレンジが続くが、今年度も全員で力を

合わせて、より素晴らしい千代田を作っていこう。
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